







その他のタイトル School Time Structure in Meiji Era Japan :
Introduction Process of Week System and














ば，寺子屋の休みは一般的に毎月期日・ 151ヨ・ 25日 (i三日」という)， 12月17日から 1)~ 161ヨ
(長休)， 2月初午(初午休)， 3月21ヨ・ 3日・ 41三1(節句休)， 5)~41ヨ・ 5 日・ 61ヨ(節句休)，
7月6日・ 71ヨ(節句休)， 7H131ヨから16日(盆休)， 9)~ 8日913 (節句休)，席書後 1"-' 2 
13，鎮守祭礼休 2"-'31:， I即時休(師家の冠婚葬祭なと)であった。ただし， 2月初午及び「三






































































1872 (明治5) I 9 I I学制j
I 10 I 文部省 I/J¥学教員IJ 日曜休
1873 (明治6) I 3 I 文部省布達第21号 l・6の日休業を定める
5 I 文部省「小学教員IJ改正 1・6の臼休
5 師範学校「上等小学教員IJ制定 1・6の日休
1874 (明治7) I 2 I文部省報告第4号 官立学校の日曜休を報告
1876 (明治9) I 5 I文部省布達第3号 明治6年の布達第21号廃止 日曜休に
1878 (明治11) I 5 文部省「臼本教育令J (教育令原案)
「凡学校ノ休業ハ日曜日ヲ以テ通例トスj
法制局の審議により削除され，教育令にはない
1879 (明治12) 1 9 1 教育令 毎年授業4か月以上
1880 (明治13) I 7 I文部省布達第15号 公立小学校教員IJの書式の l項自として「休業 日
曜日祭日祝日暑1=jJ何月何日ヨリ何月何日マテノ類J
12 I改正教育令授業日数毎年32週以上





5 t 文部省「小学校教員IJ繍領」 授業臼年間32週以上
「小学校ニ於テハ日曜日，夏季冬季休業日及大祭iヨ，祝日等ヲ除クノ
ホカ授業スヘキモノトスj
1886 (明治19) I 4 I 小学校令
5 I 文部省「小学校ノ学科及其程度 l
「小学校ノ¥ー簡年内凡八週間及日曜大祭日祝日ハ休業スヘシ 但土曜
日ハ午後休業スルコトヲ得」
1890 (明治23) I 10 I 第2次小学校令
「小学校ノ休業ハ日曜日ヲ除クノ外毎年九十日ヲ越エサルモノトス但
徒弟学校実業補習学校補習科等ニ就キテハ此限リニアラス」
10 t 文部省「小学校ノ毎週授業時間ノ fnlJtiNJ
尋常小学校 18~301時間 高等小学校 24~361時間
小学校補習科 4 ~18時間
1893 (明治26) I 1 I 文部省「実業補習学校規程j
「実業補習学校ハ日曜日又ハ夜間タ 1)トモ便宜教授1寺間ヲ設クルコト
ヲ得j





「小学校ノ休業日ハ左ノ如シ 4祝日，大祭日 二日曜日 三夏季休












暑 I~J三 j- [ヨ
十二月二十五日ヨ 1)翌年一月十日迄休暇与相定候事
また向年筑摩県の「開智学校校WJJでは休業呂は次のように示されている(四賀小学校:1974 























も他の曜日と同様に 5[J寺I'MJ授業としている(箕輪東小学校:1975 : 146)。
それに対し (1日)長野焦では対応が遅く， 1876 (明治9)年3月に日曜休及び土曜半日休業と
することを達した(長野県:1985 : 186司 7)0I弓月改定された長野県師範学校の「下等小学教員IJ
は1・6の日休となっていたが，正誤表をもって日曜及び土曜午後休業とされ， 4月より実施さ






された法制局案「教育令Jではその条項が削除されている(教育史編纂会:1938: 2 : 141-165)。
ただし，上述のように長野県ーについてみた場合，遅速はあるが， 日曜休はそれ以前に制度化され
ていたということができる。
合県 (1 876i~ミ 8 月)後の長野県についてみた場合， 1878 (明治11)年に達した「村洛小学規則J
では土曜全日授業であるが，翌年の「小学教員IJ並定期試験法Jでは土曜半自休の時間表が示され
ている(長野県:1985 : 194-202)。そして1882(明治15)年 1月の I1町村立学校幼稚園書籍館等
-86 
7]<本 徳明;明治J~3長野県の小学校における休業日の制度化過程
設置廃止規HlJ I~J の「小学校規則起草心得j において年中休業日の中に日曜日と土曜日午後が明














されることになった」といわれているが(国立教育研究所:1973-74 : 4 : 179)， それまで「概
ね県の例示した時間割と変わるところはなかった」各学校の時間割が多様化する契機となった













見たように， (11:1)長野県では暑中30日の休校を認めていた。また， 1874 (明治 7)年 5月に第
14番中学区の学区取締から養蚕，田植え，収穫のため43日間の「暑中休繰替休業Jの伺が提出さ
















育史:1972-82 : 9 : 142-3 )。教員の休暇については， 1875 (明治8)年7月に「暑中ニ付七月
二十五呂ヨリ八月十五日マテノ問教授ノ儀午前十二時限タルへク尚七月十一日ヨリ九月十日迄ノ
間ニ教員繰合セ教授差支無之様一人ニ付十日ツ〉可致休暇」と達している (1司:1027)。その後
1876 (明治9)年には，暑 I~J に「該校ノ都合ニ寄教員生徒共同一二日数十日間休暇致シ候不苦候」





の「明治六年小校日記」では， 4)~ 30日に「此iヨヨ')農事ニ付生徒一同休学jと記され， 5月2
日から151ヨまで休業している(箕輪東小学校:1975 : 127)。




I~J ]， 日曜日，土曜日午後，年末年始(12月25日から 1月10日まで)，定時試業後 1日間が示され
ているO 夏期及び冬期の休業日については期日を特定せず， 1土地ノ情況ニヨリ農事又ハ養蚕繁
忙ノ際休業ヲ要セサルヲ得サル向ハ夏期ノ項ヲ省キ其目ヲ掲クへシ」とし，冬期についても夏期






のとされた(向 11 : 36)0 1888 (明治21)年の向規則改正においては，夏季休業が 7月20日か
ら8月1813に変更されている(長野県:1985 : 233)。
1892 (明治25)年の「小学校学年ノ始終，休業日，入学退学ニ関スル規程Jでは，定時休業が，




82 : 11: 214-5 )。
表2 明治後期神城小学校の長期休業
度
農事休業 夏季休業 収穫休業 年末年始休業
;羽 間 日数 思J 出] 日数 期 関 日数 JUi 間 日数
1890 (明治23) 6 /9 ~ 6/20 12 8 /9 ~ 8/29 21 10/17~10/26 10 12/24'"'"' * 〉ド
1891 (明治24) 6/8 ~ 6 /22 15 なし 10/19~ 1l/ 2 15 12/24'"'"' 1/8 16 
1892 (明治25) 6/8 ~ 6 /22 15 なし * 12/25'"'"' 1 /14 21 
[1893 (明治26) 6/9 ~ 6 /22 14 なし * 12/31'"'"' 1/7 8 
1894 (明治27) 〉ド 本 牢 * 
1895 (明治28) 6/10'"'"' 6 /23 14 8 /12~ 8/25 14 牢 一寸12/28'"'"'1 /10 14 
1896 (明治29) 本 なし * * 
1897 (明治30) 6/9 ~ 6/22 14 8/1 ~ 8 /14 14 10/18~10/31 14 12/26~ 1/10 16 
1898 (明治31) 6/9 ~ 6/22 14 8/12'"'"' 8 /25 14 10/18~11/ 1 15 12/27'"'"' 1/10 15 
1899 (明治32) 牢 本 * コド
1900 (明治33) * 〉ド * 牢
1901 (明治34) 6 /11~ 6 /26 16 8/1~8/14 14 10/17~11/ 1 16 12/28'"'"' 1 /10 14 
1902 (明治35) 6/9 ~ 6 /24 16 牢 * * 
1903 (明治36) 6/8 ~ 6 /23 16 8 /12~ 8 /25 14 10/19~1l/ 1 14 牢
1904 (明治37) 6/6 ~ 6/21 16 8/1'"'"' 8 /14 14 10/21~11/ 1 12 〉ド
1905 (明治38) 6/8 ~ 6/23 16 8/7 ~ 8/20 14 10/23~11/ 7 16 * 
1906 (明治39) 牢 * * 〉ド
1907 (明治40) * * 牢 牢
1908 (明治41) 6 /11~ 6/24 14 7 /30~ 8 /19 21 10/11 ~10/30 20 * 
1909 (明治42) 6/8 ~ 6/21 14 8/ 6 ~ 8/26 21 10/18'"'"' 10/30 13 本
1910 (明治43) 6/9 ~ 6 /23 15 8/1~8/21 21 10/24~ 10/30 7 12/19'"'"' 1 /12 15 
1911 (明治44) 6/9 ~ 6 /22 14 7 /28~ 8 /17 21 * 本





明治38年度 1 /22~ 1 /26 大寒につき臨時休業
明治41年度 1 /20~ 1/29 寒中休業
明治4年度 1 /22~ 2/2 冬季休業






則第27条第 l項第3号ないし第5号(表 l参照)に対応して，夏季休業(8月 1日から251ミ1)， 
冬季休業(12月初日から 1)~ 10日)，学年末休業日 6日n立を定め， 1言]6号に対応して，皇后宮御
誕)長，校区の神社祭礼日，農事休業 3週以内を定めている。そして，J芸事休業あるいは繰り替え
休業その他の臨時休業については， 'ï管管雪芸苦r摺恕j者者-又は設立者においてl監~:}五?主主企計'1督i雪7宮宮主庁Tの認可を受受vけるものとし
ている (1向弓 : 12 : 51)0 伊g例;1]えば， I向可年下i高言克iはJ汎jチ升:打i


















にとって「もっとも学患の深い人Jといわれているが， 1878 (明治11)年 1)~ 21日に県令に対し
次のような窮状を訴えて， 2月 l日からの師範支校における学科講習の延日を願い出ている(神














































































































































( 4) I小学校教員IJ大綱Jについての文部省の説明においては， I教授週録」の重要性が強調されている




( 6 )例えば更級郡今井村北原学校に明治30年に入学した島田半次郎は， r農作業が忙しくなると，休む子
が多くなった。仕事が忙しくて学校を 1週間休むと，次に学校に行っても机がなくなっていた」と回想
している(昭和小学校 1977 : 231)。
( 7 )文部省が公立小学校での半年進級制を i年進級;IJとしたのは1885(明治18)年であり，長野県は翌年
の小学校焼却jで学年を4月 1El から 3 月 31 日，入学を~ Fi 1 Elとした。 1892(明治25)年には学年末休
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